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佐
賀
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
６
月
10
日
㈮
︑
佐
賀
市
天
神
の
﹁
グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ
﹂
で
平
成
28
年
度
﹁
通
常

総
会
﹂
を
会
員
各
位
の
出
席
の
も
と
︑
来
賓
に
佐
賀
県
教
育
庁
学
校
教
育
課
指
導
主
幹
・
大
井
手
広
毅
様
を
お
迎
え
し
て

開
催
し
た
︒

総
会
で
は
平
成
27
年
度
の
事
業
︑
決
算
・
監
査
報
告
の
後
︑
役
員
改
選
を
行
い
︑
伊
東
猛
彦
会
長
︵
致
遠
館
中
学
校
・

高
校
後
援
会
会
長
︶
を
再
任
し
た
︒
そ
の
後
︑
平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
案
︑
会
計
予
算
案
な
ど
を
協
議
し
︑
提
案
ど
お

り
に
可
決
し
た
︒
会
の
後
半
に
は
︑
鳥
栖
商
業
高
校
ダ
ン
ス
部
︑
佐
賀
女
子
高
校
ハ
ン
ド
ベ
ル
リ
ン
ガ
ー
ズ
︑
牛
津
高
校

ジ
ャ
ン
ベ
部
の
公
演
を
行
い
︑
素
晴
ら
し
い
演
技
や
演
奏
に
会
場
全
体
が
引
き
込
ま
れ
た
︒

総
会
で
は
最
初
に
伊
東
会
長
が
挨
拶
に
立

ち
︑
平
成
30
年
に
は
佐
賀
県
で
全
国
高
Ｐ
連

大
会
を
開
催
す
る
と
い
う
歴
史
的
使
命
が
あ

る
こ
と
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
子
ど
も
た
ち
と
の
心
を

つ
な
ぎ
︑
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
︑
子
ど
も

た
ち
の
夢
実
現
に
向
け
て
高
Ｐ
連
活
動
を
活

性
化
さ
せ
た
い
こ
と
に
加
え
︑
子
ど
も
た
ち

の
未
来
志
向
へ
の
希
望
を
実
現
す
る
た
め
支

援
し
て
い
き
た
い
と
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
︒

ま
た
︑
オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪
問
に
触

れ
︑
高
校
生
平
和
大
使
が
同
席
し
た
こ
と
を

頼
も
し
く
思
う
と
同
時
に
︑
こ
う
し
た
子
ど

も
た
ち
の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
こ
と

も
語
ら
れ
た
︒

さ
ら
に
︑
佐
賀
大
会
で
は
主
権
者
教
育
︑

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
な
ど
︑
佐
賀
県
独
自
の
取
組
を

前
面
に
出
し
︑
佐
賀
で
や
っ
て
よ
か
っ
た
と

い
う
大
会
に
し
た
い
と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
︒

そ
の
後
︑
来
賓
の
大
井
手
広
毅
学
校
教
育

課
指
導
主
幹
に
よ
る
祝
辞
に
続
い
て
︑
功
労

者
表
彰
︑感
謝
状
贈
呈
を
行
い
︑議
事
に
入
っ

た
︒

総会常通

会
長
に
伊
東
猛
彦
氏
を
再
任

会
長
に
伊
東
猛
彦
氏
を
再
任

｢
み
ん
な
違
っ
て

み
ん
な
い
い
﹂

お
互
い
別
々
の
役
割
や
仕
事
が
あ
っ
て
︑
お
互
い
が
結
び

つ
い
て
い
る
︒

出
来
る
自
分
も
︑
出
来
な
い
自
分
も
︑
か
け
が
え
の
な
い

た
っ
た
一
人
の
あ
な
た
で
す
︒

自
分
に
自
信
を
持
っ
て
︑
高
校
生
活
で
も
沢
山
の
色
々
な

事
を
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
︒

佐
賀
県
立
小
城
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

國
司

稔
生

議

事

一

平
成
27
年
度
事
業
並
び
に
決

算
・
監
査
報
告

事
業
及
び
会
務
報
告
の
後
︑
決

算
・
監
査
の
報
告
を
行
う
︒

収
入

１
３
９
３
万
３
９
８
９
円

支
出

１
１
６
３
万
６
２
５
４
円

差
引

２
２
９
万
７
７
３
５
円

︵
次
年
度
へ
繰
越
)

二

役
員
改
選

会
長
に
伊
東
猛
彦
氏
を
再
任
︒
副

会
長
︑
理
事
︑
監
事
共
に
左
表
の
と

お
り
承
認
さ
れ
た
︒

三

平
成
28
年
度
事
業
計
画
案
・
予

算
案
審
議

事
業
に
つ
い
て
︑
県
高
Ｐ
連
独
自

の
事
業
は
例
年
並
み
で
︑
主
な
事
業

計
画
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

①
通
常
総
会

｢グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ
﹂

６
月
10
日
㈮

②
第
60
回
九
高
Ｐ
連
大
会

｢大
分
大
会
｣ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

６
月
16
日
㈭
・
17
日
㈮

③
第
66
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会

｢千
葉
大
会
｣幕
張
メ
ッ
セ
ほ
か

８
月
24
日
㈬
～
26
日
㈮

▽
佐
城
地
区

10
月
24
日
㈪

ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城

▽
三
神
地
区

11
月
４
日
㈮

吉
野
ヶ
里
町
中
央
公
民
館

▽
唐
松
地
区

11
月
14
日
㈪

相
知
交
流
文
化
セ
ン
タ
ー

議
事
の
概
要
は
以
上
で
あ
る
が
︑

す
べ
て
原
案
通
り
に
可
決
さ
れ
た
︒

旧役員退任あいさつ

平
成
28
年
度

会

長

伊
東

猛
彦

致

遠

館

会

長

全
国
高
Ｐ
連
研
修
委
員

副
会
長

西
岡

豊

佐

賀

商

〃

調
査
広
報

〃

楠
田

佳
織

三

養

基

〃

○
健
全
育
成

〃

國
司

稔
生

小

城

〃

○
調
査
広
報

〃

善

哲
也

唐

津

商

〃

○
進
路
対
策

〃

濵
野

幸
子

伊
万
里
特
支

〃

◇
総

務

〃

藤
永

一
男

鹿

島

実

〃

○
総

務

〃

江
頭
美
智
子

佐

賀

北

副
会
長

◇
調
査
広
報

〃

徳
永

清
成

佐

賀

商

校

長

調
査
広
報

理

事

楠
田

佳
織

三

養

基

会

長

○
健
全
育
成

〃

國
司

稔
生

小

城

〃

○
調
査
広
報

〃

野
中

和
敏

佐

賀

工

〃

総

務

〃

善

哲
也

唐

津

商

〃

○
進
路
対
策

〃

濵
野

幸
子

伊
万
里
特
支

〃

◇
総

務

〃

中
尾

啓
司

伊
万
里
商

〃

◇
進
路
対
策

｢

負

け

る

こ

と
﹂

か
ら
学
ぶ
こ
と

｢

負

け

る

こ

と
﹂

か
ら
学
ぶ
こ
と

生
徒
は
︑
勉
強
や
部
活
動
な
ど
に

一
生
懸
命
取
り
組
み
︑
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
達
成
を
目
指
し
︑
目
を
輝
か
せ

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
︒
し
か
し
︑

全
て
の
生
徒
が
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
︒
い
ろ
い
ろ
失
敗

し
た
り
︑
試
合
に
負
け
る
こ
と
が
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

私
も
高
校
時
代
︑
部
活
動
に
も
一

生
懸
命
取
り
組
み
︑
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
を
目
指
し
︑
厳
し
い
稽
古
を

行
っ
て
い
ま
し
た
︒
試
合
当
日
︑
順

調
に
勝
ち
上
が
り
︑
い
よ
い
よ
決
勝

戦
を
迎
え
ま
し
た
︒
そ
れ
ま
で
動
い

て
い
た
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
く

な
り
︑
私
は
大
事
な
試
合
に
負
け
て

し
ま
い
ま
し
た
︒
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

負
け
た
の
で
す
︒
そ
し
て
チ
ー
ム
も

負
け
ま
し
た
︒
試
合
が
終
わ
っ
て
控

え
室
へ
戻
っ
た
時
︑
自
分
が
負
け
た

ば
か
り
に
と
の
自
責
の
念
で
︑
涙
が

止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
私
に
と
っ

て
は
つ
ら
い
思
い
出
で
す
が
︑
そ
の

悔
し
さ
が
心
の
支
え
に
も
な
り
ま
し

た
︒私

は
生
徒
に
︑
よ
く
次
の
よ
う
な

話
を
し
ま
す
︒﹁
勝
つ
こ
と
で
学
ぶ

こ
と
も
確
か
に
あ
る
︑
し
か
し
︑
負

け
た
時
こ
そ
学
ぶ
こ
と
は
さ
ら
に
あ

る
︒﹂
生
徒
が
負
け
た
時
や
失
敗
し

た
時
に
こ
そ
︑
指
導
者
は
そ
の
気
持

ち
に
寄
り
添
い
︑
生
徒
が
新
た
な
る

挑
戦
︑
さ
ら
な
る
向
上
心
を
持
つ
よ

う
に
育
ん
で
い
た
だ
き
た
い
︒

佐
賀
商
業
高
等
学
校

校
長

徳
永

清
成

疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫

理

事

藤
永

一
男

鹿

島

実

会

長

○
総

務

〃

馬
場

和
久

敬

徳

〃

進
路
対
策

〃

中
谷
宇
多
子

伊
万
里
商

〃

◇
健
全
育
成

〃

古
賀

信
孝

佐

賀

西

校

長

進
路
対
策

〃

永
田

彰
浩

致

遠

館

〃

健
全
育
成

〃

梶
原

彰
夫

佐
賀
学
園

〃

健
全
育
成

〃

栗
山

良
次

三

養

基

〃

健
全
育
成

〃

藤
井

伸
幸

小

城

〃

調
査
広
報

〃

大
坪

郁
弘

唐

津

商

〃

進
路
対
策

〃

武
藤

則
好

伊
万
里
特
支

〃

総

務

〃

林

嘉
英

鹿

島

実

〃

総

務

監

事

平
島

和
則

神

埼

会

長

〃

濱
村

宜
弘

厳

木

〃

〃

溝
口

哲
也

白

石

〃

顧

問

小
出

�
彦

(
佐
高
Ｐ
連
前
会
長
︶

④
地
区
別
指
導
者
研
修
会

▽
鹿
藤
地
区

10
月
８
日
㈯

割
烹
﹁
清
川
﹂

▽
杵
西
地
区

10
月
14
日
㈮

伊
万
里
市
民
セ
ン
タ
ー



守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル
　
高
め
よ
う
交
通
マ
ナ
ー
　
　
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
　
９
月
21
日
㈬
〜
９
月
30
日
㈮
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太
良
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

平
成
28
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
太
良
高
等
学
校
が
受

賞
し
ま
し
た
︒
学
校
行
事
と
連
携
し

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
教
育
支
援
活
動
が
評
価

さ
れ
︑
全
国
高
Ｐ
連
大
会
千
葉
大
会

に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
︒

こ
の
表
彰
は
そ
の
趣
旨
に
︑
｢Ｐ
Ｔ

Ａ
の
本
来
の
目
的
・
性
格
に
照
ら
し
︑

優
秀
な
実
績
を
上
げ
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
表
彰
し
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
健
全
な
育
成
︑

発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
﹂
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
︒

本
県
で
は
近
年
︑
三
養
基
高
校
︑

金
立
特
別
支
援
学
校
︑
嬉
野
高
校
︑

高
志
館
高
校
︑
鳥
栖
工
業
高
校
が
受

賞
し
て
い
ま
す
︒ （

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

香楠中・鳥栖高校
北　 陵 　高 　校

前田　春実 氏
小出　邦彦 氏

国国

唐
津
西
高
等
学
校
振
興
会

前
会
長

前
田

春
実

氏

同
校
振
興
会
活
動
の
振
興
に
︑
長

年
に
わ
た
り
尽
力
し
た
︒

ま
た
︑
県
高
Ｐ
連
唐
松
地
区
事
務

局
校
の
会
長
と
し
て
︑
地
区
の
取
り

ま
と
め
に
あ
た
る
と
と
も
に
︑
県
高

Ｐ
連
副
会
長
と
し
て
︑
県
全
体
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
の
振
興
に
貢
献
し
た
︒

有田工業高校
佐賀学園高校

川崎　賢朗 氏
木原　秀憲 氏

北
陵
高
等
学
校
後
援
会

北
陵
高
等
学
校
後
援
会

◎
功
労
者
表
彰

龍

谷

熊
谷

正
之

佐

賀

清

和

佐
々
木
憲
雅

佐

賀

学

園

溝
上

秀
樹

◎
感
謝
状
贈
呈

佐

賀

東

川
崎

賢
朗

東

明

館

岩
本

宏
憲

唐

津

西

前
田

春
実

杵

島

商

田
中

浩
吉

佐

賀

東

平
野

佳
美

鳥

栖

商

山
下

昭
憲

小

城

辻
田

孝
広

敬

徳

末
永
久
美
子

伊
万
里
商
定

小
野
寺
千
亜
紀

唐

津

東

白
水

敏
光

東

明

館

小
畠

敏
夫

佐

賀

東

辻

太
嘉
志

唐

津

西

鶴
田

英
二

杵

島

商

木
村

も
と

鹿

島

実

渡
辺

孝
一

三

養

基

牛
嶋

崇
宏

唐

津

南

宮
添

聡

有

田

工

諸
隈

洋
介

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
本
部
役
員
を
中
心

に
母
親
︑
ク
ラ
ス
︑
地
区
の
評
議
員

で
構
成
し
て
い
る
︒

地
区
保
護
者
会
で
の
様
々
な
意
見

交
換
︑
30
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
で
の
補
給

佐
賀
東
高
等
学
校
後
援
会

前
会
長

川
崎

賢
朗

氏

後
援
会
会
長
と
し
て
︑
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
︑
体
育

大
会
時
の
か
き
氷
提
供
︑
後
援
会
新

聞
﹁
東
風
﹂
の
発
行
な
ど
︑
新
た
な

取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
︑
学

校
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
︑
同
校
教

育
活
動
の
発
展
︑
充
実
に
大
き
く
貢

献
し
た
︒

太
良
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

前
会
長

木
原

秀
憲

氏

｢多
様
な
学
び
の
で
き
る
全
日
制

高
校
(普
通
科
︶﹂
の
モ
デ
ル
校
と
し

て
改
編
さ
れ
た
同
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
活
性
化
に
尽
力
し
た
︒
全
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
︑
通
学
指
導
と

い
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
の
企
画
運
営
を

行
う
と
と
も
に
︑
積
極
的
に
各
行
事

に
参
加
し
た
︒
ま
た
︑
地
域
や
家
庭

と
連
携
し
︑
共
に
歩
む
学
校
づ
く
り

に
大
き
く
貢
献
し
た
︒

佐
賀
商
業
高
等
学
校
後
援
会

前
会
長

小
出

�
彦

氏

平
成
９
年
度
か
ら
19
年
間
︑
同
校

後
援
会
会
長
と
し
て
︑
同
校
教
育
活

動
の
振
興
に
尽
力
し
た
︒
特
に
︑
学

年
別
懇
談
会
︑
毎
年
発
行
し
て
い
る

会
誌
﹁
恒
星
﹂
の
製
作
に
尽
力
し
︑

同
校
教
育
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献

し
た
︒

平
成
19
～
26
年
度
の
８
年
間
は
県

連
会
長
と
し
て
︑
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

振
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
︒

毎
月
１
回
︑
振
興
会
役
員
に
よ
る

朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
を
実
施
し
︑
生

徒
の
登
校
時
の
様
子
を
見
守
っ
た
︒

体
育
祭
で
の
保
護
者
参
加
種
目
や

文
化
祭
で
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
︑

総
会
行
事
に
新
た
に
講
演
会
を
企
画

す
る
な
ど
︑
学
校
行
事
へ
多
く
の
保

護
者
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
︑
学
校

の
活
性
化
に
貢
献
し
た
︒

毎
年
︑
高
校
１
年
生
を
対
象
に
︑

生
徒
が
将
来
に
つ
い
て
考
え
を
深
め

る
良
い
機
会
と
な
る
よ
う
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ

主
催
で
卒
業
生
︑
保
護
者
︑
地
域
の

方
を
講
師
に
招
き
︑
職
業
や
進
路
選

択
等
に
関
す
る
講
演
﹁
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
す
る

な
ど
︑
年
間
を
通
じ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒

香
楠
中
学
校
・
鳥
栖
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

香
楠
中
学
校
・
鳥
栖
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

有
田
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

有
田
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

所
活
動
︑
卒
業
生
へ
手
作
り
の
母

ち
ゃ
ん
の
お
薦
め
レ
シ
ピ
本
を
渡
す

な
ど
︑
常
に
多
く
の
保
護
者
が
様
々

な
行
事
に
関
わ
っ
て
い
る
︒

会
員
の
研
修
に
積
極
的
に
取
り
組

み
︑
後
援
会
活
動
の
充
実
に
努
め
て

い
る
︒

ま
た
︑
学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
は
︑
教
職
員
と
の
信
頼
関
係

構
築
が
必
要
と
の
考
え
か
ら
︑
学
校

行
事
に
は
︑
保
護
者
の
参
加
が
多
く

な
る
よ
う
に
後
援
会
全
体
で
取
り
組

ん
で
い
る
︒

佐
賀
学
園
高
等
学
校
振
興
会

佐
賀
学
園
高
等
学
校
振
興
会

◎
功
労
者
表
彰

三

養

基

牛
嶋

崇
宏

神

埼

近
藤

久
雄

佐

賀

東

川
崎

賢
朗

佐

賀

西

福
岡

桂

佐

賀

北

蒲
原

英
樹

厳

木

荒
嶋
久
美
子

唐

津

西

前
田

春
実

武

雄

野
田
謙
一
郎

鹿

島

岡

伸
也

太

良

木
原

秀
憲

唐

津

南

宮
添

聡

佐

賀

農

秀
島

安
則

鳥

栖

工

木
原

秀
樹

鳥

栖

工

定

佐
藤

龍
二

佐

賀

工

宮
上

祐
喜

佐

賀

商

小
出

�
彦

唐

津

商

進
藤

紀
雄

牛

津

古
川

芳
男

唐

津

青

翔

前
野

亮
一

嬉

野

小
林

圭
一

︵
敬
称
略
)

疫
疫
疫
疫
疫
疫
疫
疫
疫
疫
疫
疫
疫
疫
疫
疫
疫
疫
疫
疫
疫

疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫

佐
賀
西
高
等
学
校
後
援
会

佐
賀
西
高
等
学
校
後
援
会

｢
薫
楠
︵
く
ん
な
ん
︶
﹂

(
審
査
コ
メ
ン
ト
︶

見
出
し
の
構
成
が
よ
く
︑
引
き
つ
け

ら
れ
る
感
じ
が
す
る
︒
内
容
も
写
真

を
使
い
︑
見
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
る
︒

優
良
賞

九
州
地
区
高
Ｐ
連

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル



子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

　
　
　
　
　
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」（
９
月
30
日
） 
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年
生
で
は
自
ら
設
定
し
た
テ
ー
マ
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
に
取
り
組
み
︑

そ
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
自
己
表

現
力
を
高
め
︑
３
年
生
で
は
進
路
実

現
に
向
け
て
︑
論
理
的
思
考
力
を
高

め
︑
自
己
表
現
に
磨
き
を
か
け
て
い

ま
す
︒

こ
う
し
て
︑
多
く
の
卒
業
生
が
自

ら
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
発
見
し
︑
社

会
の
中
で
活
躍
し
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑﹁
文
武
一
途
﹂
の
旗
印
の
下
︑

頑張ってるね!!

　　　輝いてる
ね!!頑張ってるね!!

　　　輝いてる
ね!!頑張ってるね!!

　　　輝いてる
ね!!

シリーズ №23

⑶ 第 56 号

地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て

地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て

伊
万
里
特
別
支
援
学
校

鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭

伊
万
里
特
別
支
援
学
校
の
37
名
の

生
徒
た
ち
は
﹁
明
る
く
﹂﹁
素
直
に
﹂

﹁
元
気
よ
く
﹂﹁
た
く
ま
し
く
﹂を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
︑
毎
日
の
学
習
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
︒

高
等
部
に
は﹁
被
服
班
﹂﹁
窯
業
班
﹂

﹁
紙
器
班
﹂﹁
紙
工
班
﹂﹁
農
芸
班
﹂﹁
木

工
班
﹂
の
６
つ
の
作
業
班
が
あ
り
︑

そ
れ
ぞ
れ
の
班
が
特
色
を
生
か
し
て
︑

製
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

完
成
し
た
製
品
は
︑
１
学
期
は
校
内

販
売
︑
２
学
期
は
﹁
は
っ
て
ん
祭
︵
学

校
祭
︶﹂
で
の
販
売
学
習
︑
３
学
期
は

﹁
ゆ
め
タ
ウ
ン
武
雄
﹂
で
の
販
売
会

はってん祭（学校祭）販売学習

ゆめタウン武雄での販売学習

で
地
域
の
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に

買
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
︒

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
し
︑
地
域
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
︑
卒
業
後
の
自
立
し
た
生

活
を
目
指
し
ま
す
︒

は
っ
て
ん
祭
(
学
校
祭
)
ス
テ
ー
ジ
発
表

本
校
は
来
年
度
︑
い
よ
い
よ
創
立

１
０
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を

迎
え
ま
す
︒
１
０
０
年
と
い
う
歴
史

と
伝
統
の
中
で
﹁
挑
戦
・
誠
実
・
品

格
﹂
を
目
標
に
生
徒
た
ち
は
勉
学
に

部
活
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
︒唐

津
商
業
高
校
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
﹁
か
ら
つ
学

美
舎
﹂
の
活
動
の
一
環
で
︑
本
校
生

が
開
発
し
た
﹁
松
ゅ
ら
る
﹂
シ
リ
ー

ズ
の
販
売
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

唐
津
地
区
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
︑

今
年
は
福
岡
の
博
多
阪
急
百
貨
店
で

行
わ
れ
た
﹁
う
ま
ち
か
甲
子
園
﹂
で

も
販
売
実
習
を
行
い
ま
し
た
︒
お
客

様
へ
の
商
品
説
明
や
試
食
を
勧
め
た

り
す
る
中
で
︑
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
難
し
さ
や
商
品
を
販
売
す

る
こ
と
の
大
変
さ
な
ど
を
肌
で
感
じ
︑

く
じ
け
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
︑
販
売
実
習
を
終
え
た
生
徒

た
ち
は
﹁
緊
張
し
た
け
れ
ど
次
回
は

も
っ
と
頑
張
り
た
い
﹂
と
今
後
へ
の

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
︒

ま
た
︑
今
年
か
ら
の
新
し
い
取
り
組

み
と
し
て
︑
唐
津
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
お
礼
品
と
し
て
松
ゅ
ら
る
ブ
ラ

ン
ド
の
商
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
︒
こ

れ
ら
の
か
ら
つ
学
美
舎
の
取
り
組
み

を
７
月
に
行
わ
れ
た
﹁
佐
賀
県
生
徒

商
業
研
究
発
表
大
会
﹂
で
発
表
し
︑

優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
︑

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
励
み
と
な

り
ま
し
た
︒

｢唐
津
の
商
品
を
世
界
へ
‼
﹂
唐

商
生
の
思
い
を
乗
せ
て
︑
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
来
年
度
も
様
々
な
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
︒

チ
ャ
レ
ン
ジ
～
か
ら
つ
学
美
舎
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
～
か
ら
つ
学
美
舎
の

活
動
を
通
し
て
～

活
動
を
通
し
て
～

鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭

疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫

疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫

唐
津
商
業
高
等
学
校

文
武
一
途
を
旗
印
に

文
武
一
途
を
旗
印
に

小
城
高
等
学
校

平成３０年８月２０日㈪・２１日㈫
前日会議：８月１９日㈰

佐賀大会第 68回
全国高等学校
PTA連合会

大会

テーマ

分科会テーマ
⑴　全国高Ｐ連研究発表

⑵　第１分科会「学校教育とＰＴＡ」

⑶　第２分科会「進路指導とＰＴＡ」

⑷　第３分科会「生徒指導とＰＴＡ」

⑸　第４分科会「家庭教育とＰＴＡ」

⑹　特別第１分科会「ＩＣＴ利活用教育」

⑺　特別第２分科会「主権者教育」

広めよう 高めよう 慈しむ心
～君たちがつくる希望の明日を～～君たちがつくる希望の明日を～
広めよう 高めよう 慈しむ心

アトラクション⇒出場校を募集中 !!アトラクション⇒出場校を募集中 !!

疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫

佐賀県立小城高等学校

今
年
で
創
立
１
１
８
年
目
を
迎
え

る
本
校
で
は
︑﹁
文
武
一
途
﹂
を
旗
印

に
︑﹁
創
意
・
挑
戦
・
誠
実
﹂
の
校
訓

の
も
と
︑
社
会
に
貢
献
で
き
る
優
れ

た
人
材
を
育
む
こ
と
を
目
標
に
し
て
︑

生
徒
と
教
職
員
が
一
体
と
な
り
教
育

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

本
校
の
特
色
で
あ
る
﹁
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
﹂
活
動
で
は
︑﹁
こ
の
こ
と
は
粘

り
強
く
取
り
組
め
る
﹂﹁
こ
れ
だ
け

は
自
分
の
誇
り
に
思
え
る
﹂
と
い
う

か
け
が
え
の
な
い
自
分
を
発
見
し
︑

社
会
の
中
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
し
て

活
躍
で
き
る
よ
う
︑
次
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
︒
１
年
生
で

は
職
業
研
究
や
大
学
・
学
部
・
学
科

研
究
を
通
し
て
︑
職
業
に
つ
い
て
考

え
︑
進
路
意
識
を
高
め
︑
自
己
理
解

や
社
会
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
︒
２

勉
学
だ
け
で
は
な
く
︑
部
活
動
で
も

多
く
の
生
徒
が
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま

す
︒
柔
道
部
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
︑

弓
道
部
︑
陸
上
部
な
ど
は
︑
団
体
や

個
人
で
九
州
大
会
や
全
国
大
会
に
も

出
場
し
て
い
ま
す
︒
文
化
部
で
も
︑

合
唱
部
は
九
州
大
会
へ
︑
放
送
部
や

書
道
部
は
全
国
大
会
へ
出
場
し
︑
昨

年
度
書
道
部
は
全
日
本
高
等
学
校
書

道
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
優
良
校
︵
第

２
位
︶
に
選
ば
れ
ま
し
た
︒

こ
れ
か
ら
も
︑
小
城
高
生
の
一
層

の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
︒
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い
ま
す
︒

通
学
指
導

年
３
回
︑
保
護
者
と
学
校
職
員
と

が
合
同
で
︑
通
学
時
の
生
徒
に
対
す

る
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
６
月
に

は
下
校
指
導
を
︑
９
月
︑
２
月
に
は

登
校
指
導
を
行
い
ま
す
︒
全
保
護
者

に
呼
び
か
け
て
︑
Ｊ
Ｒ
多
良
駅
︑
通

学
路
︑
学
校
正
門
付
近
等
で
指
導
し

て
い
ま
す
︒

多
忙
な
平
日

に
も
か
か
わ

ら
ず
︑
毎
回

多
く
の
保
護

者
が
参
加
し

て
い
ま
す
︒

全
校
一
斉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

毎
年
︑
全

校
一
斉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活

動
に
保
護
者

も
参
加
し
︑

保
護
者
・
生

徒
・
学
校
職

員
が
一
緒
に

な
っ
て
︑
校

内
外
や
通
学

路
の
清
掃
︑
ゴ
ミ
拾
い
︑
草
取
り
︑

花
植
え
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

夏
祭
り
巡
視

Ｐ
Ｔ
Ａ
評
議
員
の
生
徒
指
導
委
員

会
と
学
校
の
生
徒
指
導
部
の
活
動
で
︑

太
良
町
夏
祭
り
︑
鹿
島
踊
り
の
際
に
︑

巡
視
を
行
い
ま
し
た
︒

体
育
祭
・
文
化
祭
へ
の
参
加

学
校
の
生

徒
指
導
部
と

協
力
し
て
正

門
付
近
で
の

警
備
を
行
っ

て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
生

徒
の
熱
中
症

予
防
と
し
て
︑
生
徒
テ
ン
ト
で
の
健

康
観
察
も
学
校
職
員
と
合
同
で
行
い

ま
し
た
︒
保
護
者
競
技
も
あ
り
︑
昨

年
度
は
玉
入
れ
を
行
い
ま
し
た
︒

文
化
祭
で
は
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
て
カ

レ
ー
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
体

験
授
業
で
生
徒
た
ち
が
作
っ
た
野
菜

で
︑
生
徒
は
ほ
ぼ
全
員
進
学
希
望
で

す
︒
学
校
と
し
て
も
文
武
両
道
を
め

ざ
し
︑
進
学
実
績
を
上
げ
る
こ
と
に

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
︑
部
活
動
も
積

極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
︒
そ
の
よ

う
な
学
校
活
動
の
中
で
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
主

催
の
行
事
と
し
て
は
︑
例
年
︑
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
︑
大
学

訪
問
︑
豚
汁
会
等
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
︑﹁
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
﹂
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
︑

ご
紹
介
し
ま
す
︒

Ｐ
Ｔ
Ａ
︵
保
護
者
︶
と
し
て
︑
学

校
を
支
援
し
つ
つ
何
ら
か
の
形
で
子

ど
も
た
ち
の
進
路
決
定
に
関
わ
り
た

い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
︑
平
成
23

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
﹁
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
﹂
で
す
︒

｢キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
﹂
の
目
的
は
︑﹁
生
徒
に
と
っ
て

身
近
な
存
在
で
あ
る
保
護
者
や
本
校

卒
業
生
の
方
に
︑
ご
自
身
の
職
業
の

こ
と
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
︑
生
徒
の
進
路
意
識
を
喚
起
し
︑

職
業
や
将
来
の
生
き
方
に
つ
い
て
の

考
え
を
深
め
る
機
会
と
す
る
﹂
と
し

て
い
ま
す
︒
そ
れ
ぞ
れ
講
師
の
方
々

か
ら
自
ら
の
職
業
観
や
仕
事
内
容
︑

や
り
が
い
や
つ
ら
さ
等
︑
実
体
験
を

交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
お
話
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
︒
将
来
︑

社
会
人
と
な
る
と
き
の
職
業
を
真
剣

に
考
え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
り
︑

就
職
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
る
離
職

が
少
し
で
も
減
る
こ
と
を
願
っ
て
実

施
し
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
10
月
前
後
に
毎
年
実
施
し
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︵
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∼学校と連携したキャリア教育支援∼

佐賀県立香楠中・鳥栖高等学校ＰＴＡ

会長 中野 佐智代

本
校
は
︑
県
内
に
４
校
あ
る
県
立

の
中
高
一
貫
教
育
校
で
あ
り
︑
鳥
栖

市
内
で
は
唯
一
の
普
通
科
高
校
な
の

全
国
高
Ｐ
連
大
会

全
国
高
Ｐ
連
大
会

千
葉
大
会
︵
８
月
25
～
26
日
︶

て
い
る
の
も
︑
対
象
が
高
校
１
年
生

と
い
う
こ
と
で
︑
子
ど
も
た
ち
の
文

理
選
択
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
の
思

い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

講
師
募
集
に
つ
い
て
は
︑
中
学

校
・
高
校
の
保
護
者
に
文
書
で
講
師

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
︑

そ
の
中
か
ら
分
野
が
偏
ら
な
い
よ
う
︑

15
人
前
後
を
選
定
し
て
い
ま
す
︒
も

し
︑
足
り
な
い
分
野
等
が
あ
っ
た
場

合
に
は
︑
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
声
を
か
け

て
︑
よ
り
幅
広
い
分
野
で
実
施
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
︵
平
成
26
年

は
行
政
・
法
律
・
教
育
︵
３
種
︶・
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
・
海
外
留
学
・
国
際
経

済
・
金
融
・
通
訳
・
研
究
・
技
術
・

医
療
・
薬
学
・
建
築
な
ど
15
講
座
実

施
︶︒事前

に
学
校
側
の
協
力
を
得
て
︑

生
徒
に
受
講
希
望
講
座
２
講
座
を
調

査
し
︑
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
お
き
ま

す
︒
当
日
は
講
師
の
方
に
２
回
お
話

を
し
て
い
た
だ
く
の
で
︑
生
徒
は
自

分
の
希
望
し
た
講
座
を
２
つ
聴
く
こ

と
に
な
り
ま
す
︒
各
講
座
の
司
会
進

行
は
講
師
と
生
徒
に
お
願
い
し
︑
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
は
各
講
座
の
記
録
な
ど
を

担
当
し
ま
す
︒

講
座
終
了
後
は
︑
受
講
し
た
生
徒

に
感
想
を
書
い
て
も
ら
い
︑
講
師
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
に
送
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
︒
講
師
の
方
の
中
に

は
︑
こ
の
生
徒
の
感
想
を
何
よ
り
も

楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

も
い
る
の
で
︑
こ
ち
ら
も
励
み
に
な

り
ま
す
︒
ま
た
︑
こ
の
講
座
の
様
子

や
生
徒
の
感
想
を
冊
子
と
し
て
編
纂

し
て
形
と
し
て
残
る
よ
う
に
し
ま
し

た
︒講

師
を
し
て
い
た
だ
い
た
保
護
者

や
卒
業
生
の
方
々
か
ら
は
﹁
母
校
の

生
徒
に
話
す
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で

し
た
︒﹂﹁
自
分
自
身
に
と
っ
て
も
︑

こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
見
直
す
良
い
機

会
と
な
り
︑
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒﹂
な
ど
の

好
意
的
な
感
想
を
い
た
だ
け
ま
し
た
︒

ま
た
︑
生
徒
の
感
想
に
も
﹁
勉
強
す

る
理
由
は
︑
生
き
た
い
人
生
を
生
き

る
た
め
と
聞
き
︑
行
き
た
い
大
学
に

行
く
だ
け
で
な
く
︑
そ
の
先
に
自
分

の
し
た
い
こ
と
を
す
る
た
め
に
勉
強

が
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
︒﹂

な
ど
︑
こ
ち
ら
の
意
図
を
汲
ん
で
く

れ
た
よ
う
な
も
の
が
多
数
み
ら
れ
ま

し
た
︒

学
校
か
ら
も
様
々
な
情
報
を
提
供

し
て
く
れ
ま
す
が
︑
保
護
者
と
し
て

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
っ
と
も
有

意
義
な
情
報
が
︑
社
会
人
の
生
き
方

を
見
せ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
︑

今
年
度
も
実
施
す
る
予
定
で
す
︒
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Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
と
活
動

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
は
︑
保
護
者

数
も
少
な
い
た
め
小
規
模
で
︑
一
方
︑

通
学
区
域
は
広
い
こ
と
か
ら
︑
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
評
議
員
を
地
域
選
出
か
ら
学
年

選
出
と
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
総
務
委

員
会
︑
進
路
研
修
委
員
会
︑
生
徒
指

導
委
員
会
の
３
つ
の
部
門
に
集
約
し

た
効
率
的
な
委
員
会
組
織
と
し
て
い

ま
す
︒
さ
ら
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
い

て
も
︑
本
校
教
育
活
動
へ
の
理
解
と
︑

保
護
者
・
生
徒
・
学
校
職
員
の
﹁
絆
﹂

が
強
く
な
る
よ
う
な
活
動
を
目
指
し
︑

年
間
を
通
じ
て
工
夫
を
し
な
が
ら

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
評
議
員
会

５
月
に
行
わ
れ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
︑

年
３
回
の
評
議
員
会
で
は
︑
そ
の
都

度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
務
の
具
体
的
活
動
内
容

に
つ
い
て
︑
反
省
や
協
議
を
行
っ
て

を
使
い
︑
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
全
校
生

徒
に
振
る
舞
い
ま
す
︒
毎
年
︑
何
杯

も
お
か
わ
り
を
す
る
生
徒
も
多
く
︑

大
盛
況
で
す
︒

Ｐ
Ｔ
Ａ
豚
汁
会

２
月
に
行
わ
れ
る
３
年
生
の
合
格

体
験
発
表
会
の
際
に
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
て

豚
汁
会
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
太
良
町

内
で
収
穫
し
た
食
材
を
使
い
︑
豚
汁

と
ご
飯
を
振
る
舞
い
ま
す
︒
寒
い
中

で
の
温
か
い
豚
汁
は
と
て
も
お
い
し

く
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
︑﹁
野
菜
が

苦
手
﹂
と
言
っ
て
い
た
生
徒
も
お
か

わ
り
を
し
て
食
べ
て
い
ま
し
た
︒

会
報
﹁
蒼
穹
﹂
編
集
・
発
行

１
年
間
の
活
動
報
告
と
し
て
︑
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
報
﹁
蒼
穹
﹂
を
卒
業
式
の
日

に
発
行
・
配
布
し
て
い
ま
す
︒

終
わ
り
に

自
分
が
高
校
生
に
戻
っ
た
ら
⁝
︑

と
い
う
視
点
を
持
て
ば
︑
面
倒
で
つ

ま
ら
な
く
感
じ
ら
れ
が
ち
な
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
が
輝
け
る
も
の
に
変
化
し
︑
そ

の
波
動
が
生
徒
︑
先
生
へ
と
伝
わ
っ

て
︑
学
校
が
も
っ
と
居
心
地
の
よ
い

も
の
に
な
っ
て
い
く
︒
そ
ん
な
夢
を

育
む
よ
う
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

第３分科会

「ありのままでの成長と向き合う」

∼HOTスクールの挑戦∼

佐賀県立太良高校ＰＴＡ

会長 三島 光敏
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九
高
Ｐ
連
大
会
﹁
熊
本
大
会
﹂

期
日

平
成
29
年
６
月

15
日
㈭
・
16
日
㈮

会
場

熊
本
県
立
劇
場

他

全
国
高
Ｐ
連
大
会
﹁
静
岡
大
会
﹂

期
日

平
成
29
年
８
月

23
日
㈬
～
25
日
㈮

会
場

小
笠
山
総
合
運
動
公
園

エ
コ
パ

他
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鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
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鋭
鋭


